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　本書のタイトルを見た印象として、逆の関係、
「年収によって住むところが決まる」ならば自明
なことなのに、タイトルをみると「なぜ？」と考
えさせられてしまう。しかし、「年収は住むとこ
ろで決まる」という関係は、考えると非常に納得
の行くものでもあるし、今後の地域振興を考える
にあたって非常に重要な視点を与えてくれる。
　そのことをイノベーティブな人が多く集まって
いる地域を例に考えてみたい。そのような地域で
は、一部のイノベーティブな人だけが高収入を得
ているのではない。イノベーティブな人は嗜好性
が強いことや、どんな人にとっても生活に必要な
サービスは存在するため、例えば、美容院やコン
ビニといった、まったく関係の無いような労働者
でも、他地域と比較して高い収入を得ることがで
きる。その結果、イノベーティブな地域において
は、イノベーティブな人だけではなく、あらゆる
労働者が恩恵を受けることができるため、本書の
タイトルのように「地域（＝住むところ）によっ
て年収が決まる」とも言えるわけである。
　このような関係性は、日本でも普通にみること
ができる。例えば、最低賃金を比較した場合、東
京と地方では200円以上もの差が存在している
が、それは東京の生活費が高いからという福祉的
な観点からだけではなく、東京は生産性が高いた
め、企業はそれだけの賃金を支払えるという観点
もあるだろう。それらの理由により、東京の方が
同一の仕事であっても賃金が高いとも考えること
ができる。
　ところで、イノベーティブな地域においては、
なぜイノベーティブな人は高収入を得られるのだ
ろうか。イノベーターにとっては、他のイノベー
ターの存在や、自身の活動をサポートする企業が
多いことが重要であり、そのような地域の方が生
産性が高いためと考えられる。
　この理由は、それ以外にも重要な示唆を与えて

くれる。イノベーティブな活動は他者の存在から
も影響を受けているため、他地域へ移転すると生
産性が大きく低下しやすい。そのため、イノベー
ティブな人が集まる地域にはよりイノベーティブ
な人が集まるといった自己増強的な機能が働くと
ともに、イノベーティブ産業は地域に比較的粘着
性があることを説明している。
　このメカニズムは、製造業の工場とは大きく異
なる。工場は、機械の導入により比較的地域に関
係なく操業ができるため、地域との関係性・粘着
性は比較的弱い。そのため、製造業の工場が主要
な核であった地域は、工場の移転によって衰退し
てしまう地域が多い。その一方で、イノベーティ
ブな地域は、優秀な人をひきつけることにより、
ますます繁栄する。その結果、地域間格差が引き
起されることにもつながっていくことになる。
　本書の内容からは、地域に何やら宿命的な問題
を感じてしまうが、それでは地域振興のためには
どうしたらいいのだろうか。個人であれば、「年
収は住むところによって決まる」のだから、高収
入が得られる地域に移転すればいいだけの話だ
が、地域ではそういうわけにはいかない。本書を
踏まえると、イノベーションを生み出すのは人で
あるため、人と人をつなぐ「地域」の役割の再認
識や、他地域へは移転できない地域固有の要素を
生かすなど、グローバル化が進展する昨今におい
ては、逆に動かない要素である、地域の重要性が
増してきている。またIT技術の発展により、
「年収は住むところで決まるとは限らない」とい
う動きもみられるようになってきたと思われる。
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